
秋田県立秋田高等学校　　●学校創立　明治6年（1873年）9月1日
●卒業生総数／39,977人（旧制中学7,080人、新制高校32,897人）　●在籍生徒数／813人（男子458人、女子355人）
●同窓会員数／40,443人　　●物故者／10,888人　　●現会員数／29,321人� ［令和６年４月22日現在］
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秋高に女子だけのクラスがあった！
あの頃の思い出	「女

じょ

クラとTシャツと私♪」 細川 奈々子 氏

交差点	 �「秋田が変わるきっかけに」 佐川 博之 氏
ズームアップ	 �「３児の母、フルタイムの教員から45歳で弁護士に」 生井 みな絵 氏	

「農業を『普通の仕事』にしたい」 松橋 拓郎 氏
エッセイ	 「自ら考え、展開するデジタル化を」 北嶋 英樹 氏

６月16日に同窓会総会開催



天上天下
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２
６
５
人
が
同
窓
会
に
入
会

　

令
和
６
年
２
月
29
日
、
卒
業
式
前

日
に
同
窓
会
入
会
式
が
母
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
2
6
5
人
が
３
万
人
近

い
同
窓
会
へ
新
た
に
入
会
し
た
。
式

で
は
同
窓
生
代
表
と
し
て
平
成
13
年

卒
の
後
藤
美
菜
子
さ
ん
が
進
学
・
就

職
で
母
校
を
巣
立
つ
卒
業
生
の
門
出

を
祝
い
、
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

同
窓
会
の
銭
谷
眞
美
会
長
は
、「
秋
田
高

校
は
昨
年
、
創
立
1
5
0
周
年
を
祝
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
創
立
1
6
0
周
年
、

1
7
0
周
年
、
そ
し
て
2
0
0
周
年
と
歩

み
を
続
け
る
で
し
ょ
う
。
若
い
同
窓
生
の

皆
さ
ん
は
、
同
窓
生
の
交
流
、
秋
高
の
教

育
活
動
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
秋
高
の
歴
史
、

文
化
、
伝
統
、
校
風
を
伝
え
る
活
動
を
ぜ

ひ
継
続
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
辞
を

述
べ
た
。

　

こ
の
日
、
同
窓
生
代
表
と
し
て
新
会
員

の
入
会
を
祝
っ
た
後
藤
美
菜
子
さ
ん
は
、

津
田
塾
大
学
３
年
時
に
ミ
ス
ワ
ー
ル
ド
日

本
代
表
に
選
ば
れ
世
界
大
会
に
進
出
し
た
。

卒
業
後
は
、
秋
田
テ
レ
ビ
に
入
社
、
夕
方
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
た
。
現
在
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
子
ど
も
た
ち

へ
の
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど

の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

後
藤
さ
ん
は
、

「
大
学
時
代
は
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
、

そ
し
て
挑
戦
す
る
な
ら
世
界
を
相
手
に
し

た
い
と
思
っ
て
ミ
ス
ワ
ー
ル
ド
に
応
募
し

ま
し
た
。
思
い
が
け
ず
日
本
代
表
に
選
ば
れ

世
界
大
会
に
行
き
、
1
0
7
カ
国
の
ミ
ス
た

ち
と
１
カ
月
共
同
生
活
を
し
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
感
じ
た
の
は
世
界
は
狭
い
し
、

同
年
代
の
女
の
子
は
世
界
中
ど
こ
の
国
で

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
誰
か
の
部
屋

に
集
ま
っ
て
は
恋
愛
の
こ
と
や
将
来
の
夢
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
よ
く
話
を
し
ま
し
た
。

私
は
自
分
が
田
舎
が
好
き
だ
と
気
付
き
、
秋

田
に
戻
っ
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
何
か
挑
戦

す
る
な
ら
日
本
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
ど
ん

ど
ん
世
界
を
相
手
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
た
。

　

続
い
て
、
銭
谷
会
長
が
新
会
員
代
表
の
勝

田
明あ

か

里り

さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
勝
田

さ
ん
は
、「
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
1
5
0
周
年

記
念
行
事
や
式
典
な
ど
歴
史
的
な
瞬
間
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
高
校
生

活
を
振
り
返
り
、
先
輩
へ
の
敬
意
を
表
明

し
、「
こ
の
３
年
間
の
学
び
や
出
会
い
が
こ

れ
か
ら
の
糧
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。

勝田明里さん

同窓会入会式

後藤美菜子さん

令和 6 年度総会 〜 ６月 16 日に開催 〜 新生若菜会総会のお知らせ

銭谷眞美会長

　

人
口
減
と
少
子
化
の
潮
流

は
同
窓
生
と
の
付
き
合
い
方

を
変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
母

校
の
中
学
校
が
昨
年
３
月
末

で
閉
校
し
た
。
小
中
学
校
の

校
舎
が
併
設
さ
れ
、
小
中
連

携
教
育
を
進
め
や
す
い
環
境

が
整
っ
て
い
た
の
に
、
生
徒

数
の
減
少
は
い
か
ん
と
も
し

が
た
か
っ
た
。
地
域
の
貴
重
な
財
産

を
失
っ
た
の
に
加
え
、
同
窓
会
を
中

核
と
し
た
人
と
の
絆
も
細
く
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
だ
▼
秋
高
同
窓
会
だ
よ

り
1
1
4
号
「
Z
O
O
M 

U
P
」

に
登
場
し
た
石
井
ゆ
め
み
さ
ん
（
平

成
30
卒
）
は
小
学
生
の
頃
か
ら
人
口

減
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
奇
特
な
人
で
あ
る
。
東
大
で

研
究
テ
ー
マ
に
定
め
て
勉
学
を
深

め
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
の
展
望
を

見
い
出
そ
う
と
社
会
人
に
な
っ
て
も

追
い
掛
け
て
い
る
▼
そ
の
姿
は
実
に

頼
も
し
く
、
同
窓
生
と
し
て
素
直
に

応
援
し
た
い
。
中
央
官
庁
の
事
務
次

官
や
、
東
京
の
御
三
家
と
い
わ
れ
る

中
高
一
貫
校
の
校
長
を
務
め
る
な

ど
、
社
会
の
最
前
線
で
重
責
を
担
っ

て
き
た
人
た
ち
の
学
生
時
代
を
思
い

浮
か
べ
て
み
て
も
、
地
味
だ
が
、
他

人
が
嫌
が
る
こ
と
に
も
率
先
し
て
汗

を
流
す
姿
が
共
通
項
に
挙
げ
ら
れ
る

▼
中
学
の
同
窓
生
の
後
進
が
絶
た
れ

て
し
ま
う
と
、
高
校
、
大
学
の
同
窓

生
を
よ
り
一
層
大
事
に
し
た
い
、
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
る
。
秋
高
の
同

窓
生
が
各
界
で
大
い
に
活
躍
し
、
社

会
に
貢
献
す
る
数
多
く
の
雄
姿
に
出

会
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

○日　　時　令和６年６月16日（日）

○場　　所　秋田キャッスルホテル
　秋田市中通１丁目3-5　電話 018-834-1141

〇総　　会　午後２時～
　議題　令和５年度 決算・事業報告
　　　　令和６年度 予算・事業計画
　　　　創立150周年記念事業報告ほか

〇記念講演　午後３時30分～
　講師　江口満氏（昭和57卒）
　　　　前海上保安大学校校長

　演題　�『日本を取り巻く海洋安全保障の実態
と海上保安庁の活動』

　�管区本部長などの要職を経て今春退官される
までの42年にわたる海上保安官としての現

　2020年に新たなスタートを切った 
秋高女子卒業生の会である「若菜会」の
お知らせです。

○日　時　令和６年７月７日（日）

○場　所　ホテルメトロポリタン秋田

〇講　演　11時～（どなたでも視聴可） 
　テーマ　�「ホームホスピスの働き」 

～あなたらしくを最期まで～

　講師　中村順子さん（同窓会副会長）

○総会・懇親会　12時～

※�詳しくは同封の返信はがきをご覧くだ 
さい。

場経験についてお話しいただきます。

〇懇　親　会　午後４時40分～
※会費 7,000円（懇親会出席の方）
　同封の払込用紙で事前にお振り込みください。

〇申　　込
　ご出席の方は、同封のはがきに必要事項を記
入の上、63円切手を貼り、６月６日までに到着
するよう同窓会事務局にお送りください。
FAX、Eメールでのお申し込み、同窓会ホーム
ページの「連絡フォーム・行事連絡（総会の出
席届け）」もご利用ください。

［同窓会事務局］	 
　F  A  X  018-832-9588
　Eメール aki-doso@cna.ne.jp
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こ
の
３
月
に
は
７
ク
ラ
ス
2
6
5
人
の
３

年
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。就
職
希
望
の
１

名
を
除
い
て
全
員
が
大
学
へ
の
進
学
を
希

望
し
、大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
2
6
1
人

が
受
験
し
ま
し
た
。国
公
立
管
外
大
学

※
の

合
格
者
は
1
9
5
人（
昨
年
比
＋
21
）で
し

た
。

　

大
学
別
で
は
、東
京
大
学
は
現
役
が
６

人（
＋
２
）、過
年
度
卒
が
２
人（
±
０
）で
合

計
８
人
と
な
り
、昨
年
を
２
人
上
回
り
ま

し
た
。理
科
類
で
の
合
格
者
数
が
多
か
っ
た

（
現
役
５
人
、過
年
度
卒
２
人
）の
が
今
年

度
の
特
徴
で
す
。

　

他
の
国
公
立
大
学
で
は
、現
役
と
過
卒

を
合
わ
せ
て
、北
海
道
大
学
６
人（
＋
２
）、

東
北
大
学
36
人（
±
０
）、東
京
工
業
大
学

２
人（
＋
２
人
）、一
橋
大
学
１
人（
±
０
）等
に

合
格
し
ま
し
た
。特
に
東
京
工
業
大
学
へ
の

現
役
生
の
合
格
は
、平
成
31
年
度
入
試
以

来
で
し
た
。ま
た
、近
年
首
都
圏
か
ら
の
受

験
者
が
増
加
し
て
難
化
し
て
い
る
東
北
大

学
の
受
験
で
は
、現
役
生
で
＋
１
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　

医
学
部
医
学
科
に
は
現
役
と
過
卒
を

合
わ
せ
て
延
べ
39
人（
＋
11
）が
合
格
。そ
の

う
ち
国
公
立
管
外
大
学
は
29
人（
＋
10
）で

し
た
。内
訳
は
秋
田
大
学
26
人（
＋
８
）、東

北
大
学
１
人（
＋
１
）、東
京
大
学
１
人（
±

０
）、防
衛
医
科
大
学
校
１
人（
＋
１
）と
な

り
、こ
ち
ら
も
非
常
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
は
現
役
と
過
卒
を
合
わ
せ
て

延
べ
2
7
0
人
が
合
格
し
ま
し
た
。最
も

合
格
者
が
多
か
っ
た
の
は
法
政
大
学
で
17

人
、例
年
希
望
者
の
多
い
早
稲
田
大
学
は

11
人
、慶
應
義
塾
大
学
は
６
人
で
し
た
。私

立
大
学
全
体
の
合
格
者
数
は
延
べ
で
、現

役
1
6
8
人（
＋
43
）、過
卒
1
0
2
人（
＋

32
）で
し
た
。な
お
、合
格
者
数
は
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
が
、私
立
大
学
へ
の
進
学

者
数
は
例
年
並
み
の
人
数
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

新
し
い
共
通
テ
ス
ト
と
な
る
た
め
、浪
人
を

避
け
て
安
全
な
大
学
に
出
願
す
る
傾
向
が

全
国
的
に
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、本
校
で
は

第
一
志
望
達
成
と
い
う
高
い
志
を
掲
げ
て
、

最
後
ま
で
努
力
を
続
け
る
生
徒
が
多
か
っ

た
で
す
。生
徒
の
進
路
意
識
高
揚
の
た
め
、

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

お
力
添
え
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
生
徒
の
進

路
実
現
に
向
け
て
教
職
員
一
同
支
援
し
て

参
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
進
路
指
導
部
）

東
大
8
人 

東
北
大
36
人 

医
学
部
医
学
科
39
人 

合
格

今
春
の

進
路
状
況

大学合格状況一覧� 令和6年3月31日現在

医学部医学科
大学名 現役 過卒 計

東 北 大 学 1 0 1
秋 田 大 14 12 26
東 京 大 1 0 1
防衛医科大学校 0 1 1
岩 手 医 大 0 2 2
東北医薬大 0 2 2
自治医科大 2 0 2
国際医療福祉大 0 1 1
東 海 大 0 1 1
東京女子医大 0 1 1
マリアンナ医大 0 1 1
医学部医学科計 18 21 39

国公立管外大
大学名 現役 過卒 計

北 海 道 大 6 0 6
北教大函館校 0 1 1
弘 前 大 2 0 2
岩 手 大 4 0 4
東 北 大 33 3 36
秋 田 大 47 14 61
山 形 大 3 0 3
福 島 大 5 0 5
筑 波 大 5 1 6
宇 都 宮 大 2 0 2
埼 玉 大 5 0 5
千 葉 大 6 2 8
電気通信大 2 0 2
東 京 大 6 2 8
東京外国語大 1 0 1
東京学芸大 5 0 5
東京工業大 1 1 2
東京農工大 2 2 4
一 橋 大 0 1 1
横浜国立大 3 0 3
新 潟 大 25 1 26
富 山 大 2 1 3
金 沢 大 6 0 6
信 州 大 0 1 1
静 岡 大 1 1 2

大学名 現役 過卒 計
名古屋工大 0 1 1
大 阪 大 1 0 1
鳥 取 大 1 0 1
山 口 大 0 1 1
九 州 大 1 0 1
長 崎 大 0 2 2
鹿屋体育大 1 0 1
琉 球 大 2 0 2
釧路公立大 1 1 2
宮 城 大 1 0 1
国際教養大 4 1 5
会 津 大 1 0 1
群馬県立女子大 1 0 1
高 崎 経 大 2 0 2
横浜市立大 2 0 2
新潟県立大 2 0 2
都留文科大 2 0 2
愛知県立芸大 0 1 1
福知山公立大 0 1 1
京都府立大 0 1 1
防衛大学校 1 0 1
防衛医科大学校 0 1 1
気象大学校 0 1 1
国公立管外大計 195 42 237

私立大
大学名 現役 過卒 計

北海道医療大 0 1 1
北海道科学大 1 0 1
酪農学園大 0 4 4
岩 手 医 大 0 3 3
東北学院大 4 2 6
東北医薬大 1 4 5
流通経済大 0 1 1
国際医療福祉大 1 1 2
自 治 医 大 2 0 2
獨 協 大 2 0 2
文 教 大 2 1 3
神田外語大 5 0 5
東 京 歯 大 0 2 2
青山学院大 3 0 3
学 習 院 大 1 0 1
北 里 大 3 2 5
杏 林 大 1 0 1
慶 応 大 3 3 6
工 学 院 大 1 1 2
國 學 院 大 4 0 4
駒 澤 大 3 1 4
芝 浦 工 大 4 2 6
順 天 堂 大 2 0 2
上 智 大 1 3 4

大学名 現役 過卒 計
昭 和 薬 大 1 0 1
成 蹊 大 3 1 4
専 修 大 2 2 4
大 正 大 1 0 1
大東文化大 0 1 1
拓 殖 大 2 0 2
玉 川 大 1 0 1
中 央 大 6 7 13
津 田 塾 大 10 0 10
帝 京 大 0 1 1
東 海 大 2 2 4
東 京 経 大 0 1 1
東京工科大 1 1 2
東京女子大 1 3 4
東京女子医大 0 1 1
東 京 農 大 1 6 7
東 京 薬 大 2 1 3
東 京 理 大 8 8 16
東 邦 大 0 1 1
東 洋 大 11 1 12
日 本 大 3 5 8
法 政 大 12 5 17
星 薬 科 大 3 1 4
武 蔵 大 1 0 1

大学名 現役 過卒 計
武 蔵 野 大 1 0 1
明 治 大 9 4 13
明治学院大 6 0 6
明 治 薬 大 2 1 3
明 星 大 2 0 2
立 教 大 3 1 4
立 正 大 0 1 1
早 稲 田 大 9 2 11
神 奈 川 大 3 2 5
マリアンナ医大 0 1 1
関東学院大 2 0 2
金沢工科大 1 0 1
中 京 大 0 1 1
日本福祉大 1 0 1
同 志 社 大 1 2 3
立 命 館 大 1 1 2
龍 谷 大 4 0 4
大 阪 音 大 1 0 1
関 西 大 2 2 4
近 畿 大 5 2 7
流通科学大 0 1 1
福 岡 大 0 2 2
私立大学計 168 102 270

【退職】�
副 校 長 佐 藤 隆 一
教 　 諭 南 都　 勲
教 　 諭 西 村 充 司
実 習 助 手 露﨑由美子
非常勤講師 小松けい子
非常勤技師 細 田　 伸
非常勤技師 永 井 豊 美

【昇任・転出】	�  転出先
教 　 頭 齊 藤 雅 子 本荘高校

主幹（兼）事務長 長 岐　 亮 高校教育課

教育専門監 土 門 高 士 秋田明徳館高校通

教 　 諭 江 畑 美 保 高校教育課

事務長補佐 村 松 伸 彦 五城目高校

教 　 諭 佐々木裕之 秋田明徳館高校定

教 　 諭 坂 本 公 正 由利高校

教 　 諭 三浦千寿子 金足農業高校

令和6年度教職員人事異動
教 　 諭 伊 東　 裕 能代松陽高校

実 習 助 手 村上恵美子 金足農業高校

主 　 任 伊藤瑚津絵 公営企業課

臨 時 講 師 佐 藤 貞 夫 秋田西高校

臨 時 講 師 藤 澤 真 樹 本荘高校

臨 時 講 師 阿 部 歩 輝 秋田南高校

非常勤講師 中 野　 舞 秋田明徳館・秋田西高校

【昇任・転入】	�  転入元
副 校 長 牛 丸 靖 浩 能代科学技術高校

教 　 頭 高田屋　馨 金足農業高校

事 務 長 三 浦　 隆 福利課

教 　 諭 三 浦 直 彦 秋田中央高校

教 　 諭 一 関 修 二 公文書館

教 　 諭 秋 山 恵 美 秋田中央高校

教 　 諭 幕 澤 美 穂 本荘高校

教 　 諭 鳥 井 拓 弥 由利高校

教 　 諭 神 居 恵 悟 十和田高校

実 習 助 手 百 瀨 昇 子 秋田南高校

事務長補佐 檜 森 亮 一 生涯学習課

主 　 査 桜庭有里子 秋田北高校

主 　 査 伊 藤 徹 平 医務薬事課

臨 時 講 師 内 海 則 彦 秋田西高校

臨 時 講 師 樋 泉　 淳 横手高校

臨 時 講 師 籾 山 聖 陽 横手高校

非常勤講師 東海林大樹
非常勤講師 長 岐 康 彦 秋田中央高校

非常勤技師 加 藤 髙 美
非常勤技師 中 村 正 光
臨 時 講 師 佐 賀　 薫
臨 時 講 師 佐 藤 隆 一
臨 時 講 師 加 賀 智 大
非常勤講師 佐 藤　 武
非常勤講師 岩 川 克 敏

※合格はすべて延べ数です

※�国公立管外大とは国公立大学と文科省管轄外の
大学校

秋田高校同窓会だより VOL.1153



　

実
を
言
う
と
、
私
は
、
女
性
だ
け
が
大
勢

い
る
場
が
苦
手
で
す
。
な
ん
と
も
言
え
な
い

緊
張
感
が
あ
り
、
身
構
え
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
15
年
ほ
ど
前
か
ら
講
師
を
務
め
て
い
る

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
講
座

に
は
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
老
若
男
女
さ
ま

ざ
ま
な
方
が
通
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
秋
田
弁
と
似
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
楽
し
も

う
！
」
と
い
う
遊
び
感
覚
の
気
軽
な
レ
ッ
ス

ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
さ
ん
が

女
性
だ
け
の
ク
ラ
ス
の
時
間
は
、
ど
ん
な
に

慣
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
も
私
は
緊
張
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
な
ぜ
だ
ろ
う
？　

と
深
く
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
理

由
が
今
回
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
女
ク
ラ
」
っ
て
何
!?

　

私
が
入
学
し
た
の
は
1
9
9
2
（
平
成

4
）
年
。
１
年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
は
、
入
学

前
か
ら
う
わ
さ
に
聞
い
て
い
た
女
子
ク
ラ
ス

「
女
ク
ラ
」
で
し
た
。
当
時
、
10
ク
ラ
ス
の

う
ち
「
女
ク
ラ
」
は
２
つ
だ
け
あ
り
、
私
は

そ
の
う
ち
の
１
つ
、
１
年
B
組
。
１
B
の
教

室
は
理
科
棟
に
あ
り
、
隣
は
共
学
ク
ラ
ス
、

真
上
に
は
男
子
ク
ラ
ス
「
男だ

ん

ク
ラ
」
が
あ
り

ま
し
た
。
休
み
時
間
に
窓
の
外
を
見
る
と
、

「
男
ク
ラ
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
向
こ
う
側
の

棟
の
廊
下
の
窓
か
ら
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
男

　

皆
さ
ん
は
、
1
5
0
年
の
秋
高
の
歴
史
に

た
っ
た
６
年
間
だ
け
存
在
し
た
「
女じ
ょ

ク
ラ
」

（
女
子
生
徒
の
み
の
ク
ラ
ス
）
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
校
史
で
最
後
の
「
女
ク
ラ
」
に

所
属
し
て
い
た
あ
る
卒
業
生
の
「
あ
の
頃
の

思
い
出
」
で
す
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

子
生
徒
が
こ
ち
ら
を
眺
め
て
い
た
光
景
を
今

で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

女
子
校
出
身
者
か
ら
聞
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
「
気
を
遣
わ
な
い
か
ら
、
楽
！
」「
周

り
の
目
を
気
に
せ
ず
、
寒
け
れ
ば
ス
カ
ー
ト

の
下
に
ジ
ャ
ー
ジ
を
は
い
た
り
も
す
る
」「
昼

休
み
は
、
学
食
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ
！　

男
子
が

い
る
と
勝
ち
目
が
な
い
が
、
女
子
同
士
の
真

剣
な
戦
い
！
」
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
全
体
が
女
子
生
徒
だ

け
の
女
子
校
と
違
い
、「
女
ク
ラ
」
の
場
合

は
一
歩
教
室
を
出
る
と
異
性
の
目
が
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
が
女
子
で
あ
る
こ
と
を
強
烈

［ ライスセンター ］
〒010-0041 秋田市広面字近藤堰越24-１
 TEL 018-835-6667

診療時間

〒010-0865 秋田市手形新栄町2-37
 TEL 018-832-5411

株式会社 さとう米穀
代表取締役　佐 藤 基 直

（昭和57年卒）

〒010-0875秋田市千秋明徳町3-48
TEL 018-832-4224

診療時間
月～土 8：30～12：30／14：30～17：30
 火 9：30～13：00／15：00～18：30
 水 8：30～12：30／14：30～17：00
休診日　木曜、日曜日、祝日、第一金曜日午後

歯科明徳町クリニック
院　長　佐 藤 直 人

（昭和57年卒）

秋田市手形字山崎19 4－1
TEL 0 1 8 － 8 3 3 － 4 8 6 8

院　長

・ ・

川　原　聡　樹
（昭和57年卒）

小 国 輝 也
（昭和57年卒）

代表取締役社長

創業明治十六年

http://www.eitaro.net

あ
の
頃
の

▶13◀

幻
の
女
子
ク
ラ
ス

�

細
川 

奈
々
子（
平
成
7
卒
）

女じ
ょ

ク
ラ
と
T
シ
ャ
ツ
と
私♪

第一学年「女クラ」の歴史
理数科共学（4）男クラ（5）

理数科

理数科

理数科共学（2）女クラ（2）男クラ（5）

共学（2）女クラ（2）男クラ（5）

共学（2）女クラ（2）男クラ（5）

理数科

理数科

理数科共学（3）男クラ（4） 女クラ（2）

共学（3）男クラ（4） 女クラ（2）

共学（3）男クラ（4） 女クラ（2）

理数科共学（7）男クラ（2）

理数科共学（9）

S61

S62

S63

H1

H2

H3

H4

H5

H6

ほそかわ・ななこ／1976年秋田
市生まれ。旧姓鈴木。1999年立
命館大学政策科学部卒業、同
年４月から３年間、NHK秋田放
送局でキャスターを務める。その
後、フリーアナウンサーとして結
婚式やイベントの司会、テレビ出
演などをする傍ら、2007年からカ
ルチャースクールでフランス語講
座を開講。フランス語は大学時

代に学び始め、パリや南仏などへの留学経験も。12年
前に秋高の同級生にハピネッツの試合に連れて行っても
らって以来、趣味はバスケットボール観戦！
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に
意
識
さ
せ
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
原
稿
の
お
話
を
頂
い
て
か
ら
、
身
近

に
い
る
秋
高
出
身
の
後
輩
や
数
年
前
に
お
子

さ
ん
が
秋
高
を
卒
業
し
た
と
い
う
友
人
等
に

「
女
ク
ラ
」
の
話
を
し
て
み
る
と
、「
初
め
て

聞
き
ま
し
た
！
」「
え
？　

女
子
だ
け
の
ク

ラ
ス
？
」「
共
学
ク
ラ
ス
し
か
な
か
っ
た
で

す
よ
！
」
と
想
像
以
上
に
驚
か
れ
、
こ
ち
ら

が
逆
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。
10
歳
の
娘

に
も
「
マ
マ
は
高
校
１
年
生
の
時
、
女
子
ク

ラ
ス
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
伝
え
て
み
た
と
こ

ろ
「
え
～
!?　

女
子
だ
け
の
ク
ラ
ス
!?　

私

は
嫌
だ
な
～
。
男
子
も
い
た
方
が
絶
対
楽
し

い
よ
！
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。
確
か
に
、

幼
稚
園
で
も
小
学
校
で
も
女
子
だ
け
と
い
う

状
況
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
彼
女
に
と
っ

て
「
女
ク
ラ
」
と
い
う
の
は
、
想
像
す
る
の

も
難
し
い
不
自
然
な
環
境
な
の
で
し
ょ
う
。

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
ピ
ン
ク
の
学
対
T
シ
ャ
ツ

　

毎
年
夏
に
な
る
と
我
が
家
で
「
パ
ジ
ャ

マ
」
と
し
て
登
場
す
る
T
シ
ャ
ツ
が
あ
り
ま

す
。
秋
高
三
大
行
事
の
1
つ
「
学
級
対
抗
」

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
し
て
、
毎
年
ク
ラ
ス
ご
と

に
作
っ
て
い
た
「
学
対
T
シ
ャ
ツ
」。
ク
ラ

ス
の
皆
で
考
え
た
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン

で
、
背
中
側
に
は
自
分
の
好
き
な
番
号
と
名

前
を
入
れ
た
世
界
に
1
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
で
す
。
女
ク
ラ
の
1
B
の

時
の
T
シ
ャ
ツ
は
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン

ク
。
当
時
は
ま
だ
、
男
性
が
ピ
ン
ク
色
の
も

の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
子
し
か
い
な
い
ク
ラ

ス
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
色
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
・
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

の
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
と
し
て

知
ら
れ
る

「
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

ピ
ン
ク
」
な

の
で
、
こ
れ

を
着
て
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
の
応
援
に
行
っ
て
も
違
和
感
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。ヨ
レ
ヨ
レ
に
な
っ

て
き
て
い
る
学
対
T
シ
ャ
ツ
、
こ
れ
か
ら
も

着
る
た
び
に
あ
の
頃
の
楽
し
か
っ
た
日
々
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

担
任
の
ヤ
マ
チ
ョ
ー
先
生

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
1
B
の
担
任
は
、
英

語
科
の
山
本
長な

が

幸ゆ
き

先
生
。
先
日
、
先
生
に
当

時
の
こ
と
に
つ
い
て
電
話
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
め
に
例
の
学
対

T
シ
ャ
ツ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
「
俺
も
家
で

今
で
も
着
て
る
よ
～
。夏
に
大
活
躍
し
て
る
、

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の
T
シ
ャ
ツ
！
」
と

先
生
か
ら
即
答
で
返
っ
て
き
て
、
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
チ
ョ
ー
先
生
は
、
女
ク
ラ
の
担
任
が

決
ま
っ
た
当
時
20
代
で
独
身
だ
っ
た
た
め
、

他
の
先
生
方
か
ら
「
大
丈
夫
か
？
」
と
心
配

さ
れ
た
り
、
男
ク
ラ
の
生
徒
か
ら
は
「
先
生

だ
け
ず
る
い
」
と
羨
ま
し
が
ら
れ
た
り
し
た

そ
う
で
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
女
子
生
徒

だ
け
の
ク
ラ
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

妙
な
波
紋
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

ヤ
マ
チ
ョ
ー
先
生
が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
と
し
て
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
先
生

ご
自
身
の
結
婚
披
露
宴
。
ち
ょ
う
ど
1
B
の

担
任
を
さ
れ
て
い
た
年
に
ご
結
婚
さ
れ
、
結

婚
披
露
宴
の
余
興
の
際
に
1
B
全
員
が
会
場

に
駆
け
つ
け
、
お
祝
い
の
歌
を
歌
っ
た
の
で

す
。
女
子
の
み
47
人
！　

ま
る
で
A
K
B
か

乃
木
坂
か
!?　

女
ク
ラ
な
ら
で
は
の
演
出
は

大
成
功
で
し
た
。

（昭和57年卒）
　〒010－0951

５ ９ 31
ＴＥＬ 018 863 1345
ＦＡＸ 018 862 7179
E-Mail: s.miyata@sanwa-neji.jp

　 　　　
さとし

細 部 泰 雄
（昭和57年卒）

（医学博士・日本眼科学会認定眼科専門医）

http://hosobe.com

細部眼科医院
院長

URL
018－883－5088

秋田市保戸野すわ町15－2

《隣設》アイ・ライフ・コンタクトセンター
（コンタクトレンズ）

TEL

1年B組のオリジナル学対Tシャツ

1年B組クラス写真

秋田高校同窓会だより VOL.1155



〒018-2303 山本郡三種町森岳字町尻50番地5
TEL 0185－83－2201
FAX 0185－83－4863

地域とともに60年
石油・LPガス販売

（株）児　玉　商　会
旅　客　運　送　業

森岳観光タクシー（有）
代表取締役

 児玉 高久（平成4年卒） 〒015-0861
秋田県由利本荘市御門265番地1
TEL.0184-22-6233
FAX.0184-24-5243
Mail：ku-shiho@mbe.nifty.com

工藤司法書士事務所

司法書士

 工藤 　亨（平成4年卒）
〒010-0918
秋田市泉南一丁目15-25 シンワビル
TEL 018-893-3231
FAX 018-865-1675

代表取締役

木 村 正 之（平成4年卒）

有限会社すぐる不動産
不動産のことなら信用と誠実の

（公社）秋田県宅地建物取引業協会会員

才
色
兼
備
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

　

ヤ
マ
チ
ョ
ー
先
生
は
、
1
B
の
ク
ラ
ス
の

雰
囲
気
に
つ
い
て
、
こ
う
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
男
ク
ラ
も
共
学
ク
ラ
ス
も
担
任

を
し
た
け
ど
、
秋
高
の
他
の
ク
ラ
ス
と
そ
ん

な
に
違
い
は
感
じ
な
か
っ
た
。
違
う
の
は
、

く
だ
ら
な
い
ジ
ョ
ー
ク
に
も
笑
っ
て
く
れ
る

こ
と
く
ら
い
」

　

そ
れ
を
聞
い
て
、
私
は
忘
れ
て
い
た
大
事

な
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
そ
う
、
先

生
の
ジ
ョ
ー
ク
が
少
々
面
白
く
な
か
っ
た
と

し
て
も
（
笑
）、
優
し
く
対
応
す
る
と
い
う

気
遣
い
が
で
き
る
、
そ
ん
な
女
子
が
た
く
さ

ん
い
た
と
い
う
こ
と
を
！

　

1
B
に
は
、
私
か
ら
見
れ
ば
「
才
色
兼

備
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な
、
性
格
が

良
く
て
麗
し
い
秋
田
美
人
が
た
く
さ
ん
い
た

の
で
す
。
私
と
は
違
う
世
界
に
い
る
よ
う
な

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
ん
な

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
見
て
「
私
も
し
っ
か
り
し

な
く
ち
ゃ
！
」
と
思
わ
さ
れ
た
り
、
私
は
彼

女
た
ち
と
は
違
う
の
だ
と
打
ち
ひ
し
が
れ
た

り
。
見
た
目
も
振
る
舞
い
も
美
し
く
き
ち
ん

と
し
て
い
る
素
敵
な
女
性
た
ち
、
そ
の
中
に

混
ざ
っ
て
過
ご
し
た
一
年
間
。
も
し
か
し
た

ら
、
ず
っ
と
私
は
「
皆
の
よ
う
に
き
ち
ん
と

し
な
く
ち
ゃ
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
勝

手
に
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
当
時
、
放
送
委
員
会
で
活
動
を
し
て

い
た
私
に
と
っ
て
は
、
放
課
後
の
放
送
室
が

ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
場
所
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
こ
だ
け
の
話
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い

（
笑
）。
と
は
言
っ
て
も
、
今
で
も
頻
繁
に
連

絡
を
取
り
合
っ
た
り
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
思

い
出
し
相
談
し
た
い
な
と
思
う
の
は
、
女
ク

ラ
で
一
緒
に
過
ご
し
た
友
人
に
多
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

「
女
ク
ラ
」
が
私
に
く
れ
た
も
の

　

改
め
て
考
え
て
み
る
と
「
女
ク
ラ
」
と
は

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
共
学
の

学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
え
て
女
子
の
み
を

集
め
た
ク
ラ
ス
を
作
っ
た
意
図
と
は
？　

他

の
高
校
に
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

い

ろ
い
ろ
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。
今
で
も
私

が
女
性
だ
け
が
大
勢
い
る
場
で
緊
張
し
て
し

ま
う
の
は
、
才
色
兼
備
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

囲
ま
れ
て
過
ご
し
た
あ
の
１
年
が
あ
っ
た
か

ら
な
の
か
な
と
、「
女
ク
ラ
」
と
い
う
特
殊

な
シ
ス
テ
ム
の
〝
せ
い
〟
に
し
て
み
る
と
、

程
よ
い
緊
張
感
を
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
次
回
の
フ
ラ
ン
ス
語
講

座
の
「
女
ク
ラ
」
で
の
レ
ッ
ス
ン
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

　

上
半
身
裸
で
授
業
を
受
け
る
猛
者
ま
で

い
た
男
ク
ラ
は
ま
さ
に
動
物
園
状
態
だ
っ

た
。
学
対
で
の
共
ク
ラ
へ
の
対
抗
心
は
鬼

気
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
男
ク
ラ
と
い
う
檻お

り

か
ら
出
た
こ

と
の
な
い
自
分
に
と
っ
て
、
女
ク
ラ
と
は

想
像
上
の
存
在
で
し
か
な
く
、
得
体
が
し

れ
ず
、
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
。

　

男
ク
ラ
の
生
徒
は
「
男
ク
ラ
に
な
っ
た

不
幸
な
奴
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
確
か
に
思
春
期
に
男
ク
ラ
と
い

う
檻お

り

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
不

幸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
思
え
ば
、
そ
ん

な
不
幸
を
ネ
タ
に
で
き
る
「
お
い
し
い
立

場
」
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
秋
高
史
上
最

後
の
男
ク
ラ
出
身
、
学
年
で
10
人
に
満
た

な
い
男
ク
ラ
3
タ
テ
と
い
う
貴
重
な
存
在

に
な
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
…
…
で
も
し
な

け
れ
ば
や
っ
て
ら
れ
な
い
（
笑
）。

女
子
の
い
な
い
教
室

鷲
谷 

貴
洋
（
平
成
7
卒
）
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交
差

さがわ・ひろゆき／１９５７年、
秋田市生まれ。早大商中退。
８２年秋田魁新報社入社。社
会部次長、政治経済部長、
論説委員長などを経て２０１１
年取締役編集局長、１５年常
務取締役読者局長、１８年専
務取締役統合編集本部長。
１９年に代表取締役社長に就
任し、現在に至る。日本新聞
協会理事や秋田経済同友会
代表幹事、関係会社の取締
役などを兼務する。

Profile

　
地
域
を
報
じ
る
「
さ
き
が
け
」

に
な
る
。

　
秋
田
が
変
わ
る
「
き
っ
か
け
」

に
な
る
。

　

秋
田
魁
新
報
社
は
昨
年
、
自
分

た
ち
の
会
社
が
秋
田
に
存
在
す
る

意
義
で
あ
り
、
地
域
と
の
約
束
事

で
も
あ
る
パ
ー
パ
ス
を
定
め
ま
し

た
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
に
日
々
、
新
た

な
気
づ
き
を
得
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
正

確
に
、
深
く
、
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
い
く
と
い
う
の
が
一
つ
目
の

約
束
で
す
。
社
名
と
新
聞
題
字
に

冠
し
た「
魁
」の
文
字
に
恥
じ
な
い
、

先
駆
的
報
道
を
こ
れ
か
ら
も
展
開

し
て
い
く
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
課
題
先
進
県
」
と
さ
れ
る
秋
田

が
直
面
す
る
諸
課
題
に
、
読
者
自

ら
が
向
き
合
い
、
考
え
、
議
論
を

し
て
い
く
た
め
の
、
素
材
提
供
の

役
割
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
の
が

二
つ
目
の
約
束
で
す
。
連
載
記
事

や
特
集
記
事
、
そ
れ
に
関
連
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、

課
題
解
決
の
糸
口
を
探
る
た
め
に
、

多
面
的
・
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
ま
す
。
地
域
が
良
き
方
向

に
向
か
う
機
運
づ
く
り
に
深
く
か

か
わ
り
ま
す
。

　

新
聞
協
会
賞（
2
0
1
9
年
度
）

や
菊
池
寛
賞
（
2
0
2
0
年
度
）

を
受
賞
し
た
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
報
道
の
よ
う
に
、
私
た
ち
新
聞

社
が
先
頭
に
立
っ
て
主
張
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
課
題
に
対
し

て
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
、
行

動
に
つ
な
げ
て
い
く
主
役
は
、
あ

く
ま
で
も
「
県
民
」
で
す
。
そ
ん

な
立
場
か
ら
、
パ
ー
パ
ス
は
「
秋

田
を4

変
え
る
」
で
は
な
く
「
秋
田

が4

変
わ
る
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

　

元
日
か
ら
連
載
中
の
「
地
方
創

生　

失
わ
れ
た
10
年
と
こ
れ
か

ら
」
は
、
パ
ー
パ
ス
を
具
体
化
し

た
象
徴
的
な
取
り
組
み
例
で
す
。

2
0
1
4
年
、
当
時
の
安
倍
政
権

は
「
地
方
創
生
」
を
看
板
政
策
と

し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。
人
口
減

少
の
克
服
や
、
東
京
一
極
集
中
を

是
正
す
る
と
い
う
触
れ
込
み
で
し

た
が
、
見
る
べ
き
成
果
を
挙
げ
ら

れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
率
が
全
国
で
最
も
高

く
、
若
年
層
の
県
外
流
出
が
止
ま

な
い
秋
田
の
地
か
ら
、「
地
方
創
生
」

が
看
板
倒
れ
と
な
っ
た
理
由
を
探

り
、
検
証
す
る
た
め
に
始
め
た
の

が
こ
の
連
載
で
す
。
開
始
早
々
か

ら
自
治
体
や
地
方
議
会
関
係
者
を

は
じ
め
、
県
民
の
間
で
反
響
を
呼

び
、
人
口
問
題
に
関
す
る
議
論
に

拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
連
載
を

通
じ
て
、
県
民
と
共
に
「
秋
田
が

変
わ
る
端
緒
」
を
見
い
だ
し
た
い

と
、
編
集
現
場
は
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。

　

秋
田
魁
新
報
は
こ
と
し
２
月
、

創
刊
1
5
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
存
す
る
国
内
の
日
刊
紙
で
は
、

東
京
日
日
新
聞
（
現
・
毎
日
新
聞
）

や
長
野
新
報
（
現
・
信
濃
毎
日
新

聞
）
な
ど
に
次
い
で
、
全
国
で
５

番
目
に
誕
生
し
た
歴
史
あ
る
新
聞

で
す
。
遐か

邇じ

新
聞
と
し
て
産
声
を

上
げ
た
の
は
廃
藩
置
県
か
ら
３
年

後
の
1
8
7
4
（
明
治
７
）
年
で

す
か
ら
、
そ
の
前
年
に
誕
生
し
て

い
る
秋
田
高
校
の
１
年
後
輩
に
な

り
ま
す
。

　

創
刊
後
、
自
由
民
権
運
動
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
新
聞
の
主
張
は

熱
を
帯
び
、
公
権
力
や
軍
か
ら
言

論
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
で
し
た
。
発
行
停
止
の
憂
き
目

に
何
度
も
遭
い
ま
し
た
が
、
先
人

た
ち
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、
題
字

を
変
え
な
が
ら
紙
齢
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
本
紙
は
５
度
改
題
し
て
現

在
の
「
秋
田
魁
」
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
戦
争
や
自
然
災
害
な

ど
、
幾
度
も
の
試
練
に
遭
遇
し
ま

し
た
が
、
そ
の
都
度
、
知
恵
と
工

夫
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
新
聞
界
は
読
者

減
と
い
う
大
き
な
試
練
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
に
加
え
、
若

年
層
の
活
字
離
れ
が
主
因
で
す
。

S
N
S
が
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
り
、
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
情
報
を
受

発
信
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
雑
多
な
情
報
が
氾
濫

す
る
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
倫
理
観
を

持
っ
て
情
報
を
発
信
す
る
新
聞
の

役
割
は
、
こ
れ
か
ら
も
色
あ
せ
る

こ
と
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
生
成
A
I
の
登
場
も
あ
っ
て
、

真
偽
不
明
の
情
報
は
ま
す
ま
す
は

び
こ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
情
報
を

正
し
く
読
み
解
き
、
活
用
し
て
い

く
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
を

社
会
全
体
が
強
く
自
覚
し
た
と
き
、

新
聞
社
が
発
信
す
る
情
報
は
、
紙

で
あ
れ
デ
ジ
タ
ル
で
あ
れ
、
そ
の

価
値
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
創
立
1
5
0
周
年
を
迎

え
た
秋
高
の
記
念
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、「
秋
高
1
5
0
～
伝

統
は
常
に
変
化
と
共
に
あ
り
～
」

で
し
た
。
考
案
者
は
若
き
卒
業
生

だ
そ
う
で
す
が
、
母
校
の
1
5
0

年
の
重
み
を
的
確
か
つ
簡
潔
に
表

し
た
見
事
な
作
品
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
時
代
の
変
わ
り
目
を
敏
感

に
と
ら
え
、
変
化
へ
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
新
た
な
歴
史
を
紡
い
で

い
こ
う
と
、
母
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

元日から連載中の「地方創生 失われた10年と
これから」（2024年4月21日付）

秋
田
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に

�

秋
田
魁
新
報
社　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
川 

博
之
（
昭
和
51
卒
）

秋田高校同窓会だより VOL.1157



O MZ UP!O
なまい・みなえ／平成13年早稲田大
学法学部卒業。旧姓大石。学校現
場で教員として約20年間勤務。働き
ながら夜間ロースクールに通い、司
法試験に合格、45歳で弁護士に転
身。現在所属するRHA法律事務所で
は、一般民事から企業法務まで幅広く
扱う。３児の母。好きなアーティストは
Mr.children。

イムの仕事を終わらせ、大急ぎで職場からロースクールに
移動して授業、家族の寝静まった夜遅くに帰宅して課題
に取り組む生活は、体力的には厳しいものでした。他方で、
法律の勉強には、まるで古い友達に再会したような懐かし
さと、本来自分が目指していた道に戻って来ることができ
たという安心感がありました。そして、自分は自由だ、と
いう何とも言えない高揚した気分で、精神的には満たされ
ていたように思います。
　また、ロースクールでは、同じようにセカンドキャリアを夢
見るさまざまな職種・年代の仲間と出会えました。
　共働きなので、夕食作りは普段から夫の担当でした。
私がロースクールの授業のある平日は、それに加えて保
育園の迎えから小学生の宿題チェック、お風呂に夕食、
兄弟げんかの仲裁、寝かしつけ等 を々夫が一手に引き受
け、支えてくれました。本当に大変だったと思いますし、
私の話を聞いた人たちは、一様に、「だんなさんがすごい」
と言います。
　ロースクールに通い始めた頃は、子供たちもまだ幼く、
授業がない日は寝かしつけで読み聞かせをしていました。
小４だった長男のリクエストは、「ハリーポッター」シリーズ。
１日１章ずつ読みましたが、それでも30分以上かかります。
読んでいる間に、次男と末娘はすっかり夢の中。長男はも
う自分で読めるのに、読み聞かせをリクエストする、その
気持ちを考えると母親として切なくて、一生懸命音読した
ことを懐かしく思い出します。
　家族全員に負担をかけていることに申し訳なさと感謝を
感じながら、勉強を続け、ロースクールを４年で修了し、
２回目の司法試験で合格することができました。

これから
　弁護士となった今でも、業務の空き時間を使って、近
所の小学校で週３時間ほど、国語を教えています。今後
は、弁護士として目の前の仕事に真摯に取り組むと同時
に、スクールロイヤーとしてのかかわり方で学校法務や法
教育に取り組んだり、学校を規律する法律について現場
の教員としての意見を発信したりするなど、教員としての
キャリアを生かした法律の専門家としての仕事も開拓して
いこうと思っています。

　私は今、東京都大田区にある「RHA法律事務所」と
いうところで弁護士として働いています。弁護士登録した
のは去年の12月。バッジぴかぴかの新人弁護士です。

秋田高校時代
　小学生の頃から「裁判官」に憧れていた私は、大学
は司法試験合格者の多い法学部に行こう、と考えていま
した。そのため志望校は明確でしたが、実際には勉強
熱心というわけではなく、吹奏楽部に所属し、遅くなるま
で部室でおしゃべりしたり、合奏したり、のんびりと高校
生活を楽しんでいました。当時、野球部では同学年の後
藤光尊選手たちが甲子園に出場するなど活躍していた頃
で、授業を抜け出して野球場へ応援に行ったことも懐か
しい思い出です。
　18歳の春、第一志望の大学に合格したことを報告し、

「上京して司法試験を受けます」と深く考えず宣言した
私に、当時の担任の先生は笑って言いました。

「あなたはがんばりやさんだからな。できるかもしれないな」
　私はびっくり仰天しました。それまで一度も、自分が「が
んばりやさん」だと思ったことはありませんでした。むしろ、
怠け者のマイペース、志望校に合格できたのは運が良かっ
ただけ、と思っていましたし、周囲からもそう思われている
と感じていました。
　この時の先生の言葉は、私の胸に深く残り、「自分は
がんばりやさんなんだ、できるはずだ」と、くじけそうな時
に励ましてくれる大切な言葉になりました。

大学時代から法科大学院入学まで
　就職氷河期真っただ中の2001年に大学を卒業した私
は、民間企業への就職も決まらず、もちろん司法試験に
も受からず、偶然の出会いに導かれるように、教育の世
界へ足を踏み入れました。そして、秋田県内にある養護
学校の「臨時実習助手」から始まり、通信教育で教員
免許状を取得後は、秋田県内の小学校の臨時講師、宮
城県の小学校教諭、東京都の小学校教諭、と地域を変
えながら学校現場で働き続けました。
　しかし、ふとした時、「司法試験どうなった？？」と、もう
一人の自分が問いかけてきます。教員としての仕事が充
実していく一方で、私にとって教職は「第二の選択」だ、
という思いは、消えることはありませんでした。
　３人目の子供を出産後、職場に復帰してみて、十分に
仕事と育児を両立できると感じました。そこで、もう少し「が
んばれる」かもしれないと、38歳の春、働きながら通える
社会人のための夜間ロースクール、筑波大学法科大学
院に入学しました。

仕事＆育児＆ロースクール→→司法試験合格
　ロースクールは、平日夜２～３日と、土曜日に授業があり
ます。朝起きて子供たちを学校や保育園に送り、フルタ

３児の母、フルタイムの教員から45歳で弁護士に
� 　生井 みな絵（平成9卒）
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O MZ UP!O
まつはし・たくろう／1986年、大潟村に
農家の長男として生まれるも、教師を目
指して高校卒業後は教育学部に進学。
在学中に農業に目覚め、ヨーロッパの
農村への滞在や北海道での農業研修
を経て2011年に故郷である大潟村へ
戻り就農した。農業を通したコミュニティ
づくりを目指し、皆で「自分たちの日本
酒」づくりを目指す「農家とつくる日本
酒プロジェクト」などに取り組んできた。
2023年、父からの事業承継を機に（株）
大潟村松橋ファームを設立し代表取締
役に就任。

りません。独立就農とはすなわち起業です。農業に限ら
ず全産業でみても事業を継続し続けられる起業家は実力と
運を兼ね備えた一握りの人たちと言えるでしょう。
　これ以外では農業の経営体（主に法人）に就職すると
いう選択肢もあります。農地の集約が進み、従業員を雇用
している法人が増えてきた印象です。

普通に休みが取れ給料をもらえる会社に
　2023年に父より事業承継を受けるタイミングで（株）
大潟村松橋ファームを設立しました。普通に働いて普
通に休みがあり、普通に家族や仲間たちとの時間を持
つことができて、普通に給料をもらえるような会社を
目指しています。
　法人の方が法定福利費や税務関係の外注費用もかか
りますし、自動車保険一つとっても法人の方が保険料
が高いです。しかし、法人として就業規則や社内環境
を整えていくことにしました。
　法人設立という箱を作る作業は拍子抜けするくらい
に簡単でしたが、この箱を魅力的な経営体にすること
を目指しています。
　家族だけではどうしても甘えや非常識な部分などを
排除しきれないので「他人の目」を入れるべく、家族
以外の人を正社員として招き入れるのを次のステップ
と定めています。当然のことながら、個人事業を法人
経営に移行して就業規則を整えるだけで魅力的な経営
体になるわけではありません。新米経営者として試行
錯誤の毎日です。
　経営理念は、「農業を通して価値を提供する」です。
舌から得られる情報のみならず脳から得られる情報も
駆使しておいしいと喜んでもらう。魅力的な経営体を
つくり良質な雇用を生み出し、共に働く人や地域に貢
献する。このように組織の外に対しても中に対しても
農業を通して価値を提供することを目指しています。
　こんな当たり前のようなことを真顔で話していて
時々恥ずかしくなることがありますが、ちょっと特殊
だと思われがちな農業を「普通の仕事」にするのが私
の目標です。

大学時代に教師から農業に方向転換
　私は大潟村に農家の長男として生まれました。平成
19年のわか杉国体で大潟村がボート競技の会場に決
まっていたため、秋田高校ではボート部に所属し、教
師を目指して早稲田大学の教育学部に進学してからも
ボートを続け、国体出場を果たしました。教員免許を
取得したものの在学中から農業に興味を持ち、方向転
換して実家に戻り農家になりました。就農以来、農業
を通してコミュニティを形成することや農業を自分ご
とにしてもらい関わる人たちに喜んでもらうことを目
指して活動を続けています。中でも力を入れているの
は酒米が種から日本酒になるまでの過程に関わりなが
ら皆でつながり、「自分たちの日本酒」をつくりあげ
る「農家とつくる日本酒プロジェクト」です。現在約
300人のメンバーとプロジェクトを運営しています。

職業としての農業の魅力を高めたい
　農家の数はすごいスピードで減り続けています。農
業に興味を持ち始めた学生時代から農業に関する統計
データを見ていますが、実際に農家になってからは、
なぜ農家は減り続けるのかと考え続けています。栽培
の効率化が進み同じ面積に対して必要な農家の人数が
少なくてよくなったという面もあるでしょうが、一般
的には農業はもうからないから農家が減り続けると言
われます。しかし、私はそもそも職業としての農業の
魅力が高くないのではないかと考えています。
　当たり前のことですが、減るということは、退出す
るプレーヤーの数に対して参入するプレーヤーの数が
少ないということです。農業に参入するにはいくつか
の方法があると思いますが、本来一番ハードルが低い
はずなのが親元就農です。生活が成り立つほどの所得
が得られることが前提にはなりますが、設備も農地も
ノウハウも売り先も（ついでに実家も）あります。も
のすごく簡単に言うと農家の子供がみんな実家の農
業を継げば農家の数はそんなに減らないということ
です。しかし、ハードルが低い「はず」と書いたのに
は理由があります。周りの農家の同世代や先輩たちの
話を聞くと（もちろん一例ではありますが）、小遣い制
で月数万円の可処分所得を親に渡される、仕事の評価
ではなく結婚や出産などのライフステージの変化が小
遣い増額のきっかけになる、親の都合や気分で仕事の
予定が決まるなどといったことをよく聞きます。また、
農業というか家族経営全般に言えることかもしれませ
んが、そもそも家族間で仕事をしながら円滑にコミュ
ニケーションを取ることも意外と容易ではありません。
私自身の経験も一部重なる部分がありますが、このよ
うな状況で尊厳を感じながらやりがいを持って働くこ
とができるだろうかという思いが強まっています。
　その他には独立して新規で就農するという選択肢もあり
ますが、高額な設備投資と農地の確保、技術の習得が
必要で、さらに外部から農村社会に入って行かなければな

農業を「普通の仕事」にしたい
� 　松橋 拓郎（平成17卒）
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「
汝
、
何
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り
や
」
は
、

秋
田
高
校
第
28
代
校
長
鈴
木
健
次
郎
先
生
が
語

ら
れ
、
機
会
あ
る
ご
と
に
先
輩
か
ら
我
々
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
問
い
に
接

す
る
た
び
、
そ
の
仕
事
に
関
わ
る
意
味
と
自
分

自
身
で
考
え
て
い
る
か
を
問
い
直
し
て
い
ま

す
。
計
10
年
近
く
秋
田
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関

わ
り
、
こ
の
言
葉
を
念
頭
に
得
た
知
見
に
つ
い

て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
普
及
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
進
展

　

全
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
共
に
、

日
本
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
は
加
速
度
的
に
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
根
底
と
な
り
、
影
響
が
一

番
大
き
か
っ
た
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
以
下
「
ス
マ
ホ
」）
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
化
と

G
o
o
g
l
e
M
a
p
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
公
共
団
体
で
は
、
事
務
効
率
化
を

目
的
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
「
行
政
情
報
化
」

が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
ス
マ
ホ
の
普

及
割
合
は
９
割
以
上
。
ど
こ
に
で
も
持
ち
運
べ
、

い
つ
で
も
使
え
る
ス
マ
ホ
を
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

「
地
域
情
報
化
」の
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
確
定
申
告
や
転
出
手
続
き
な
ど
を

ス
マ
ホ
の
I
C
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
交

通
で
は
、
本
市
で
も
バ
ス
料
金
を
ス
マ
ホ
の
モ

バ
イ
ル
S
u
i
c
a
機
能
で
払
え
ま
す
し
、
今

後
バ
ス
の
位
置
や
遅
れ
も
ス
マ
ホ
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
L
I
N
E
で
「
子
育
て
L
I
N
E
」

や
「
除
排
雪
情
報
」
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
６
年
５
月
か
ら
「
秋
田
市
公
式

L
I
N
E
」
と
し
て
全
庁
展
開
し
、
最
新
の
情

報
を
必
要
と
す
る
人
に
届
け
る
ほ
か
、
市
民
の

質
問
に
答
え
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
双
方
向

で
の
や
り
と
り
を
簡
易
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
の
時
代
は
、
自
分
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
こ
な
し
て
生
活
を
便
利
に

す
る
、
ス
マ
ホ
を
避
け
て
通
れ
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
も
ス
マ

ホ
を
利
用
す
れ
ば
、
市
役
所
に
行
か
な
く
て
も

よ
い
「
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

独
自
に
考
え
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
法

　

た
だ
、
こ
れ
は
逆
に
言
う
と
ス
マ
ホ
を
う
ま

く
利
用
で
き
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
」
問
題
で
す
。
こ
の
た
め
に
、

本
市
で
は
、「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
れ
な

い
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
一
味
違
っ
た
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
に
、
解
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
自
分
の
ス

マ
ホ
で
１
時
間
た
っ
ぷ
り
聞
け
る
「
ス
マ
ホ
相

談
窓
口
」。
第
２
に
、
仲
間
で
教
え
合
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
を
目
的
に
、
市
民
が
仲
の
良

い
２
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
を
自
ら
集
め
、
そ
こ

に
ス
マ
ホ
講
師
を
派
遣
す
る
「
出
前
講
座
」。

第
３
に
、
講
習
後
に
復
習
で
き
る
よ
う
に
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
動

画
」（
国
の
動

画
も
利
用
）
と

何
回
で
も
こ
れ

ら
を
繰
り
返
せ

る
よ
う
に
構
成

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
ス

マ
ホ
教
室
」
で

習
っ
て
も
忘
れ

る
の
が
普
通
、

と
の
理
解
の
上

で
、
本
市
が
独

きたじま・ひでき／1986年秋田
市役所入所。1998年頃から
人事課人事担当の仕事をしな
がら、秋田市役所内全体と各
施設を網羅する行政情報ネッ
トワーク構築、グループウェア
導入、ICT研修構築を担当。
2000年稼働と共に、新設され
た情報政策課に異動。その後、
秋田公立美術大学設置・法人
化にも参加し、2019年美大事
務局長。2022年から2023年ま
でデジタル化推進本部長

自ら考え、展開するデジタル化を
　前秋田市デジタル化推進本部　本部長 

� 北嶋 英樹（昭和57卒）

講座風景

自
に
考
え
、
企
画
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を

「
ス
マ
ホ
教
室
」
と
共
に
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

他
市
か
ら
も
照
会
を
受
け
て
お
り
、
徐
々
に
広

が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
ス
テ
ム
導
入
だ
け
で
D
X
は
で
き
な
い

　

こ
の
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

展
し
て
も
、
最
終
的
に
は
、
人
材
育
成
や
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
な
ど
、
人
の
関
与
す
る
部
分
が
最

も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
聞
く
D
X
と
い
う
言
葉
は
、「
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
人
々
の
生
活
を

よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と
」
が
本
来

の
意
味
で
す
が
、
日
本
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
通
じ
て
、
組
織
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
、
最

終
的
に
組
織
自
体
を
改
革
す
る
」
意
味
で
よ
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
者
の
場
合
、
つ
い
シ
ス
テ
ム
導
入
と
な
る

の
で
す
が
、個
人
的
に
は
「
D
X
＝
B
P
R
（
改

善
）
＋
人
材
育
成
＋
情
報
共
有
＋
必
要
シ
ス
テ

ム
の
導
入
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
シ

ス
テ
ム
導
入
が
主
で
は
な
く
、
人
が
主
と
な
る

そ
れ
以
外
の
地
道
な
内
容
を
含
め
た
全
体
が
必

須
と
い
う
認
識
で
す
。

　

特
に
組
織
の
血
液
と
も
言
え
る「
情
報
共
有
」

と
「
組
織
内
の
人
材
育
成
」
を
う
ま
く
進
め
る

こ
と
は
必
須
で
、
経
験
上
そ
れ
ら
が
シ
ス
テ
ム

と
か
み
合
え
ば
組
織
文
化
は
変
わ
り
ま
す
。
シ

ス
テ
ム
導
入
は
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
単

に
導
入
す
れ
ば
D
X
が
成
功
す
る
訳
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

簡
単
で
す
が
、
以
上
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
わ

り
な
が
ら
得
た
知
見
で
す
。
今
後
と
も
本
市
で

は
、
職
員
が
頭
で
考
え
、
市
民
の
方
が
デ
ジ
タ

ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、「
デ
ジ
タ
ル
市

役
所
」
の
実
現
に
向
け
、
一
つ
一
つ
歩
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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令
和
3
年

5
月
小
川
　
　
努
（
昭
29
）

令
和
4
年

11
月
佐
々
木
孝
寿
（
昭
31
）

令
和
5
年

1
月
篠
田
　
　
茂
（
昭
31
）

2
月
武
石
　
文
夫
（
昭
23
）

5
月
斎
藤
　
　
康
（
昭
26
）

舘
岡
　
　
斉
（
昭
43
）

6
月
小
林
　
元
彦
（
昭
38
）

田
村
　
兵
衛
（
昭
63
）

7
月
土
肥
　
昭
治
（
昭
23
）

土
田
　
　
久
（
昭
38
）

8
月
井
上
　
昭
則
（
昭
29
）

佐
藤
　
英
昭
（
昭
36
）

深
井
　
　
強
（
昭
33
）

9
月
山
中
良
二
郎
（
昭
20
④
）

丸
山
　
博
一
（
昭
28
）

石
川
　
揚
一
（
昭
29
）

小
林
　
　
紘
（
昭
34
）

安
部
洋
太
郎
（
昭
33
）

10
月
鎌
田
　
義
春
（
昭
35
）

岡
江
　
伸
明
（
昭
43
）

永
井
　
博
敏
（
昭
43
）

舘
岡
　
　
哲
（
昭
34
）

鈴
木
　
浩
一
（
昭
33
）

髙
橋
　
慶
和
（
昭
33
）

作
左
部
時
雄
（
昭
36
）

寺
田
　
昭
士
（
昭
30
）

羽
柴
　
昭
雄
（
昭
35
定
）

石
郷
岡
信
雄
（
昭
27
定
）

白
山
　
憲
一
（
昭
33
定
）

山
崎
　
義
章
（
昭
37
）

工
藤
　
嵩
義
（
平
16
）

和
田
　
忠
男
（
昭
34
）

菅
原
　
昭
悦
（
昭
22
）

藤
原
　
幹
夫
（
昭
28
）

佐
藤
　
康
也
（
昭
29
）

宮
﨑
　
紘
司
（
昭
38
）

進
藤
　
義
雄
（
昭
31
定
）

八
柳
　
精
孝
（
昭
27
）

信
太
　
聰
一
（
昭
27
）

原
田
　
千
秋
（
昭
35
）

三
浦
　
金
幸
（
昭
29
定
）

11
月
横
山
　
　
信
（
昭
35
）

高
橋
　
　
昭
（
昭
45
）

小
松
　
次
雄
（
昭
30
定
）

進
藤
　
金
一
（
昭
32
定
）

佐
藤
　
信
孝
（
昭
21
）

髙
田
　
宗
義
（
昭
15
）

築
地
　
道
夫
（
昭
33
）

西
村
紀
一
郎
（
昭
34
）

若
狭
　
治
徳
（
昭
27
）

大
塚
　
高
明
（
昭
42
）

伊
藤
　
民
雄
（
昭
35
）

伊
藤
　
　
功
（
昭
33
）

平
岡
　
　
優
（
昭
35
）

榎
　
　
吉
満
（
昭
35
）

12
月
長
谷
川
仁
司
（
昭
29
）

鈴
木
　
正
昭
（
昭
34
）

朝
倉
　
常
昭
（
昭
30
）

二
木
　
英
一
（
昭
36
）

佐
藤
　
孝
一
（
昭
33
定
）

佐
々
木
信
一
（
昭
30
）

佐
々
木
高
昭
（
昭
20
⑤
）

横
井
　
邦
茂
（
昭
38
）

伊
藤
　
正
男
（
昭
33
）

小
名
　
久
功
（
昭
32
）

金
　
　
紀
男
（
昭
33
）

吉
沢
　
悦
郎
（
昭
30
）

舘
岡
　
政
満
（
昭
43
）

大
泉
　
正
樹
（
昭
29
）

池
内
　
俊
之
（
昭
48
）

令
和
6
年

1
月
島
田
　
宗
雄
（
昭
36
）

三
木
　
彬
生
（
昭
34
）

吉
原
　
　
誠
（
昭
46
）

武
田
　
　
直
（
昭
30
）

野
村
　
和
夫
（
昭
42
）

刀
根
　
　
眞
（
昭
31
）

木
内
　
惠
一
（
昭
26
）

米
澤
　
晴
幸
（
昭
27
）

加
藤
　
榮
一
（
昭
30
定
）

赤
平
末
次
郎
（
昭
26
）

大
貫
　
誠
士
（
昭
38
）

橋
本
　
英
夫
（
昭
35
）

和
賀
　
政
文
（
昭
41
）

安
東
　
鉄
治
（
昭
27
）

原
田
　
龍
美
（
昭
59
）

2
月
田
村
　
重
樹
（
昭
36
）

伊
藤
　
　
勲
（
昭
31
）

森
谷
　
裕
二
（
昭
29
）

信
太
　
敏
彦
（
昭
29
）

深
井
　
長
雄
（
昭
33
定
）

佐
藤
　
久
弥
（
昭
30
）

小
林
　
　
浩
（
昭
53
）

石
川
　
養
正
（
昭
27
）

小
玉
　
和
夫
（
昭
36
）

石
山
　
宏
一
（
昭
40
）

3
月
鈴
木
　
輝
實
（
昭
37
）

林
　
　
紘
繼
（
昭
39
）

浜
辺
　
康
男
（
昭
37
）

保
坂
　
良
廣
（
昭
45
）

那
波
　
勝
義
（
昭
37
）

久
米
　
鉄
雄
（
昭
35
定
）

相
場
　
善
裕
（
昭
44
）

俵
谷
　
博
信
（
昭
52
）

哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　秋田高校同窓会の運営は、その財源基盤のほとんど
を会員の皆さまの年会費に依存しています。円滑な同窓
会活動を推進するため、令和６年度の年会費納入にご
協力賜りますようお願い申し上げます。同封の払込取扱
用紙でコンビニまたは郵便局で納入くださるようお願いいた
します。経費削減のため、できるだけコンビニを優先し
てご利用ください。（コンビニ納付は8月31日まで）

　納入手続きの煩わしさを解消し、“うっかり忘れ”を防止
するとともに経費節減を図るため口座自動振替をお勧めし
ています。ご希望の方は、今年度の会費納入時に払込
用紙にある金融機関名を選び○○をつけ、必ず郵便局･
ゆうちょ銀行からお振り込みください。
　口座振替の新規募集は年１回ですので、お申し込み
は今回の払込取扱票でお願いいたします。
　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。
１．年会費は会員1人あたり2,000円とする。
２．�年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求しない。
３．母校卒業後４年間は年会費の納入を免除する。
� （財政委員会）

令和6年度
年会費納入のお願い ◆会費の口座自動振替のお勧め◆

〒010-0001
秋田県秋田市中通五丁目１-16
TEL 018-893-3511

床上50cmの浸水被害を受けましたが、一日の空白も
作らず、透析患者さんのライフラインであり続けました。

院長 嵯峨 大介さが医院
（平成4年卒）旧姓 山岸

秋田高校同窓会だより VOL.11511



❷原稿の最後に執筆者名（支部等にあっては卒業年次も）をお忘れなく。
❸投稿いただいた原稿、写真はお返ししません。どうぞご了承ください。〈広報委員会〉

ついどTSUDOI傘寿の会アゲイン
� 昭和35卒同期会
　われらは昭和35年卒、あの戦争開戦前後に生まれ、秋高
駅前校舎最後の卒業生でもある。よって歳

よわい
82・83になった。

われらの傘寿の会は、令和２年２月に開催案内を出し会場ま
で手配した。だが新型コロナウイルスが世界中に蔓

まん
延
えん

し、国
内の移動すら制限されるに至り、コロナ収束等の状況を見て
再度案内することとし中止。
　令和５年、コロナの落ち着きをみて再会を望む声が上がり、
傘寿はとうに過ぎているので、「傘寿の会アゲイン」とし開催
案内を送付した。
　コロナによる3年の空白は大きな痛手だった。会長の河村
鴻允君らが逝去されたほか、前回は出席予定だったがその後、
病等で出席できない友人も多くみられた。
　会は令和５年９月23日、42名出席のもと、イヤタカで開催
した。恩師は他界されたため、世話人代表である三浦捷也君
の挨拶で始まり、乾杯の音頭は熊本市から駆け付けた板澤
豊彦君が取った。出席者の近況報告の後、締めは神奈川か
ら700kmドライブしてきた佐々木愼作君が行い、最後に「天

上はるかに」を高
らかに歌って互い
の健康を祈り閉会
した。
�（髙畑 重幸＝昭
和35卒 記）

記念DVDでタイムスリップ
� 北秋田支部総会
　令和５年11月25日、北秋田支部総会が北秋田市鷹巣、
ホテルニュー松尾 耕ホールにて柘植校長先生、佐藤同窓会
事務局長をお迎えし、５年ぶりに開催された。
　150周年記念祝賀式典の冒頭に上映された周年記念の太
平山登山や雄物川強歩、人文字撮影の様子を収めたDVD
を鑑賞。生徒らのはつらつとした行動に参加会員は現役時代
にタイムスリップ。
　奈良正人幹事長（昭和41卒）の開会の言葉を受け、秋
元哲夫新支部長（昭和34卒）が挨拶、続いてご来賓の柘
植校長先生にご挨拶をいただいた。
　奈良幹事長が議長となり議事進行、役員改選も決議され
懇親会に移る。数年ぶりの校歌斉唱、喉の通りもよくなった
ところで佐藤同窓会事務局長の乾杯のご発声で飲み方始め。
150周年記念グッズ（150周年記念誌、新先蹤録、校章ロ
ゴ入りタオルのセット）のお買い上げをお願いしたところ、瞬く
間に売れた。さすが、当支部会員の母校愛はすばらしいと感

じ入った。 森澤
徳 夫 副 支 部 長

（昭和35卒）の
閉会の言葉で会
を締めくくった。
�（事務局・佐々
木 孝憲=昭和42
卒 記）

盛大に卒業10周年を祝う
� 平成26卒同期会
　１月２日、秋田キャッスルホテルにて平成26年卒業生 卒業
10周年記念同窓会が開催された。恩師にもたくさんご参加い
ただき、総勢100人を超える大所帯での開催になった。前日
には能登半島地震が発生し、欠席を余儀なくされた同窓生も
いたが、無事に開催でき幹事として安堵している。
　会は倉田健太郎君の乾杯で始まった。高校時代の思い出
話に笑ったり、社会で活躍する同期生に刺激を受けたりと話
は尽きなかった。当時の学年主任 小松弘樹先生よりいただ
いた祝辞は、10年前を彷彿とさせる熱意に満ちており、皆真
剣なまなざしで聞いていたのが印象的であった。時間はあっと
いう間に経過し、最後は合谷木諒君に中締めをしていただい
た。互いの活躍を祈念しつつ、再会を誓い合い散会した。
� （丹波 佑介＝平成26卒 記）

時間を忘れにぎやかに談笑
� 大館支部総会
　令和５年12月18日、「北秋くらぶ」にて総勢12名により
大館支部総会が開催されました。折からの悪天候にもかかわ
らず、本部から佐藤悦紹事務局長、柘植敏朗校長先生が
駆けつけてくださいました。
　佐藤茂範支部長（昭和41卒）の挨拶、そして伊藤碩彦
支部顧問（昭和35卒）の乾杯の発声。コロナ禍を経ての
４年ぶりの再会に、近況報告や思い出話に花が咲く中、母
校150周年記念動画が上映されました。
　柘植校長先生の生徒たちへの愛情あふれるナレーション
に、参加者全員がしばし高校生に戻ったような楽しい時間を
過ごさせていただきました。
　その後もにぎやかな談笑の輪が広がり予定時間を大幅に
超過しましたが、寺岡洋一副支部長（昭和43卒）の中締
めで、来年の再会を期しての閉会となりました。
� （幹事・鬼川 光洋＝昭和52卒 記）

12



ついどTSUDOI

「�つどい」� 	
投稿について

❶�「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得ず、原稿を短
縮したり次号に回すことがあります。原稿は概ね400字（原稿用紙1枚）を目途にお願いします。

福島民友の中川社長が講演
� 汀友会（同窓会土崎支部）
　汀友会（澤田石晶会長＝昭和46卒）の令和５年度定時
総会が、11月24日、秋田市のポートタワー・セリオンで開催
されました。あいにくの悪天候の中ではありましたが、秋田県
内を中心に31名が参加しました。
　来賓として、銭谷会長、教頭の齊藤雅子先生がご出席。
両氏は、学校創立150周年を迎えた感謝と喜びを語りながら、
生徒の活躍等を紹介。新たな時代へ向けての決意を述べら
れました。
　また、福島民友新聞社代表取締役社長の中川俊哉氏（昭
和51卒）が、「新聞の使命」と題して講演。ネット上でフェイ
クニュースが飛び交う中、正確かつ的確な情報を発信する新
聞の役割を力説。また、日本新聞協会が主催する新聞配達
に関する2023年エッセーコンテストにおいて、秋田県から多く
の入賞作品が選ばれたこと、小・中学生の学力の高さに言及
し、世代を超えて活字に触れる機会の多い秋田の県民性を評
価しました。
　総会には、秋の叙勲において、旭日中綬章を受章した三
浦廣巳氏（昭和44卒）も参加。参加者から改めて祝福の
拍手が送られました。終了後は、記念のカメラに納まり、次
回も元気に集うことを互いに約し合いました。

　なお、令和６年度
総会については、例
年通り、11月に開催
する方向で準備が進
められています。

（事務長・高山 良一
=昭和53卒 記）

４年ぶりの「天上はるかに…」
� 近畿支部総会
　コロナ禍を経て近畿支部総会・懇親会は、令和５年11月
11日に大阪・天満橋の大阪キャッスルホテルにおいて銭谷眞
美会長、柘植校長にご出席いただき、４年ぶりに開催された。
　総会は鈴木信支部長（昭和42卒）開会挨拶、定例議題、
および役員改選（藤田誠=昭和47卒=が新支部長に選出）
と進み、最後に支部長から活動の総括と会員への感謝が述
べられた。
　総会の後、朝長睦子氏（昭和52卒）により「ヨガと健康」
と題し実践を交えた講演があった。出席者はヨガの精神世界
に触れ、腰痛・肩こりに効果がある運動を行った。
　その後、県人会や秋田商業、本荘高校の支部長等の来
賓を迎え懇親会に移行。冒頭、銭谷会長と柘植校長からご
挨拶を賜り、創立150周年記念行事や事業、母校の近況を
ご紹介いただいた。萬田耕顧問（昭和28卒）の乾杯発声
で開宴。各テーブルで談の輪が広がった。途中、四国から
参加の千葉徹氏（昭和42卒）等７名の初参加の方々のスピー
チで盛り上がった。最後は４年ぶりに全員で校歌・校友会歌

を斉唱し、母校
へのエールで２時
間余りの懇親会
は中締めとなった。

（支部長・藤田 
誠=昭和47卒 記）

150周年記念行事のDVDに感動
� にかほ支部総会
　令和５年９月22日、にかほ市内の象潟さんねむ温泉で、に
かほ支部の総会が４年ぶりに開催されました。この３年間に亡
くなった会員に黙とうを捧げ、総会を執り行いました。母校から
は柘植校長先生と佐藤事務局長を来賓にお迎えし、母校の
近況について興味深いお話をいただきました。特に母校の
150周年を記念する行事のDVDを視聴した時は、自分が参加
しているかのように感動を覚えました。
　参加者は９名ながら、久々の対面での開催に、各自が在籍
していた当時の楽しい思い出やエピソードを語り合いました。さ
らにこの節目の年に軟式野球部が全国大会出場を果たした
ニュースには多くの会員が感銘を受け、募金をさせていただき
ました。
　楽しい懇親の時間はあっという間に過ぎ、最後は全員で記
念撮影を行い、校歌を斉唱して締めくくりました。次回の開催

を心待ちにしながら、
温かい気持ちで散会し
ました。 来年もまた、
楽しく意義深い時間を
共有できることを願っ
ています。

（今野 雄志=昭和54
卒 記）

150年史は完売！
� 横手支部総会
　２月27日、横手市の松輿会館にて、柘植校長、中村順
子同窓会副会長のご出席をいただき、横手支部の総会が行
われた。地元会員に学校の先生、銀行関係、横手の事業
所へお勤めの同窓生にも声をかけ、23名に参加いただいた。
　高橋昭博支部長の挨拶に続いて、柘植校長に学校の現
状についてお話をいただいた。途中、学校創立150周年の
際に作成したDVDを視聴し、皆、はるか昔の高校生活を懐か
しんでいた。続いて議事に移り２名の幹事交代を決議、支部
の通帳の残高確認を行い総会を終了した。
　懇親会は藤原辰夫副支部長の挨拶の後、中村同窓会副
会長に同窓会の現状をお話しいただいた。自身が関わられた
150周年記念誌の宣伝も行われ、おかげで持参された記念
誌は完売した。伏見悦子幹事の乾杯の挨拶で懇親会に入り、
あちらこちらで高校時代を懐かしむ会話が聞こえていた。21時、
皆で校友会歌を歌い、小浜丈夫幹事の締めの挨拶でお開き
となった。� （曽根 純之=昭和54卒 記）
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千葉豊明君の叙勲を祝う
� 昭和47卒同期会
　２月10日、秋田キャッスルホテルにて、千葉豊明君の旭日
双光章叙勲を祝う会を開催しました。長年、折あるごとに旧交
を温めていたゴルフ仲間（秋高47会ゴルフ同好会）と飲み仲
間ら、合わせて22名の同期生が集いました。
　発起人の加藤俊介君の挨拶に続き、千葉君が挨拶。こ
の中で千葉君は叙勲親授式が宮中の“豊明”殿（ほうめいでん）
で行われたことを紹介しました。
　宮中晩餐会や天皇誕生日の宴などで使用される由緒ある場
所であり、くしくも自分の名前「豊明（とよあき）」と、読みは
違えども同じ文字と気付き、恐悦至極！と感嘆。「70年前に
名付けてくれた両親に心からの感謝の念を抱いた」とエピソ－
ドを紹介しました。
　また今回の受章は長年にわたり歯科医師会の役員を務め、
併せて学校医として地域保健活動を行ってきたことを評価して
いただいたものと思う、と感謝の言葉を述べました。
　宴は、小玉弘之君（昭和47卒同期会会長）の乾杯でスタ
－トし、お互いに近況を語り合いながら大いに盛り上がりました。
　最後に石塚真人君が登壇して、千葉君の今後ますますの

ご活躍と参加者
一同のご健勝を
祈念して、一本
締めを行いお開き
となりました。
�（小松 文男=昭
和47卒 記）

母校の活躍を祈念
� 県庁支部総会
　３月７日、秋田市中通のパーティーギャラリーイヤタカで、県
庁支部総会・懇親会を開催した。中村同窓会副会長、柘
植校長をご来賓に迎え、安田浩幸教育長（昭和54卒）、猿
田和三副知事（同57卒）、県議会の杉本俊比古議員（同
45卒）、鈴木真実議員（同53卒）、北林丈正議員（同54卒）、
武内伸文議員（平成２卒）の顧問６名を含む総勢57名が参
加し、総会では新支部長に高橋一也氏（昭和58卒）、副支
部長に石川定人（同）、石黒道人（同）の両氏が選任された。
　総会に続き懇親会が行われ、猿田顧問の挨拶、杉本顧
問の乾杯の発声を皮切りに、中村副会長、安田顧問による
スピーチのほか、柘植校長からは創立150周年を記念した動
画と併せて母校の現状についてご紹介いただいた。
　最後は、近藤駿氏（平成24卒）のリードによる校歌斉唱
とエールを行い、北林顧問の一丁締めでお開きとなった。

　今年度は平成
31卒の３名をはじ
め若手の参加が
多く、大いに盛り
上がる宴となっ
た。

（藤原 慶一=平
成23卒 記）

3年ぶりの新入生歓迎会
� 大潟村支部総会
　３月21日、サンルーラル大潟にて、第37回大潟村秋高同
窓会ならびに、令和６年度新入生歓迎会を行いました。新入
生歓迎会には柘植校長、佐藤同窓会事務局長をご来賓に迎
え、新入生とその親御さん、地元会員の総勢25名での開催
となりました。
　総会では令和５年度決算、令和６年度事業計画と予算が
承認されました。その中で、大潟村同窓会会員で彫刻家の
鎌田俊夫先生（昭和38卒）の回顧展（令和６年11月３日か
ら県立美術館で開催予定）に向けて、集まった同窓に支援
を求める場面がありました。
　総会に続き新入生歓迎会が行われ、山本宏会長（昭和
48卒）、柘植校長の挨拶、鎌田俊夫先生の乾杯の発声で
宴が始まりました。新入生の紹介と高校生活での抱負を聞き、
秋田高校創立150周年記念に際して制作された映像の上
映、続いて佐藤事務局長より高校の様子や同窓会の現状を
お話していただきました。これから高校生になる子たちが真剣
なまなざしで聞いていたのが印象的でした。最後は遠藤暁のリー
ドで校歌を斉唱、薄田茂副会長（昭和48卒）の万歳三唱で

お開きとなりました。
　新型コロナウイルス
感染拡大の影響により
３年ぶりとなった新入生
歓迎会の宴は、大いに
盛り上がりました。

（遠藤 暁＝平成２卒　
記）

「新先蹤録」紹介、誇り新たに
� 秋田市役所羽城会
　１月12日、秋田キャッスルホテルにて、133人が出席し総
会を開催しました。来賓には柘植校長と佐野元彦同窓会副
会長、佐藤同窓会事務局長をお迎えしたほか、顧問の柿﨑
武彦副市長（昭和52卒）、特別会員の市議会議員の皆さま
などにお越しいただきました。
　初めに鈴木勉会長（昭和57卒）が挨拶で、当会OBである
畠山茂氏（昭和43卒）が編纂等の委員長を務められた創立
150周年記念の「新先蹤録－秋田高校を飛び立った俊英たち」
を紹介し、出席者は、逸材を送り出してきた母校の伝統に改め
て誇りを感じている様子でした。また、総会では役員選任も行
われ、新会長に納谷信広氏（昭和58卒）を選出しました。
　総会後の懇親会は、佐野副会長の乾杯のご発声で宴が
始まり、終始にぎやかな雰囲気で進行しました。過ぎる時間を
惜しみつつも、最後は全員で校歌を斉唱し、渡辺正宏市議

会議員（昭和49
卒）のご挨拶で
中締めとなり、会
は盛況のうちにお
開きとなりました。
�（石塚 信康=昭
和63卒 記）
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私
た
ち
は
「
ぼ
う
ろ
の
秘
め
た
可
能
性
〜
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で

生
涯
ぼ
う
ろ
生
活
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

研
究
は
、
私
が
ぼ
う
ろ
の
気
持
ち
を
切
実
に
歌
っ
た
東
京
ハ
イ
ジ
さ
ん

の
「
ボ
ウ
ロ
の
う
た
」
と
い
う
曲
に
心
を
打
た
れ
、
ぼ
う
ろ
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
他
の
班
員
が
ぼ
う
ろ
の
性
質
と
現
在
の

社
会
状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を
考
え
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

探
究
活
動
で
は
研
究
の
性
質
上
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
交
換
が
結

論
を
決
定
づ
け
る
最
も
重
要
な
過
程
で
し
た
。
調
査
を
進
め
、
話
し
合

い
を
重
ね
る
ご
と
に
、
本
来
の
研
究
の
目
的
が
曖
昧
に
な
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
み
ん
な
で
根
気
強
く
意
見
交
換
を
行
い
、

ぼ
う
ろ
と
い
う
一
つ
の
視
点
か
ら
社
会
を
よ
り
広
く
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ぼ
う
ろ
の
研
究
を
「
面
白
い
」
と
言
っ
て
ど
ん
ど
ん
世
界

を
広
げ
て
く
れ
た
グ

ル
ー
プ
の
み
ん
な
と

の
研
究
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
探
究
活
動

で
得
た
知
識
や
思
考

力
を
駆
使
し
て
１
つ

の
目
的
に
向
か
う
と

い
う
貴
重
な
経
験
を

今
後
十
分
に
生
か
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
班
員
は
じ
め
、

研
究
に
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
流
行
の
寿
命
は
極
端
に
短
く
な
り
、「
流
行
曲
」

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
も
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
以
前
か
ら
、
流
行
と
、
そ
の
根
源
に
あ
る
人
間
の
心
の
動
き
と
の
関
わ
り
に
興

味
が
あ
っ
た
。
特
に
音
楽
に
お
け
る
「
流
行
」
に
は
、
単
に
楽
曲
の
良
さ
や
歌
手
の
魅

力
だ
け
で
な
く
、
世
相
や
風
俗
、
社
会
情
勢
な
ど
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
と
常
に
共
に
あ
る
音
楽
は
、
人
間
の
心
理
、
世
相
を
反
映

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
、
そ
れ
を
研
究
の
テ
ー
マ
に
据
え
る
こ

と
と
し
た
。

　

近
年
の
年
度
ご
と
の
流
行
曲
を
テ
ン
ポ
や
調
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
構
成
音
な
ど
の
視
点

か
ら
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓ま

ん

延え
ん

や
社
会
・
景
気
の
動
向
な
ど
、
そ

の
時
々
の
社
会
の
様
子
と
の
関
連
が
見
て
取
れ
た
。
し
か
し
、
今
回
見
い
だ
せ
た
も
の

は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
い
ま
実
際
に
起
こ
っ
て

い
る
「
流
行
」
の
変へ

ん

遷せ
ん

に
は
、
こ
の
研
究
で
調
査
し
た
要
素
と
は
全
く
異
な
る
も
の
も

深
く
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
。

　

こ
の
探
究
活
動
か
ら
私
は
、
一
つ
の
問
い
が
持
つ
奥
深
さ
や
、
視
点
を
変
え
る
だ
け

で
見
え
る
よ

う
に
な
る
世

界
の
広
さ
を

知
る
こ
と
が

で
き
た
。
安

易
に
答
え
に

飛
び
つ
か
ず

に
「
探
究
」

を
続
け
る
こ

と
が
い
か
に

大
切
な
の
か

を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る

機
会
だ
っ

た
。

「
流
行
曲
」と
人
間
心
理
や
世
相

�

　

２
年　

今
野 

心み

麗れ
い

好
奇
心
の
大
切
さ

�

　

3
年　

山
須
田 

優ゆ
う

知の探究 総合的な探究の時間に行われている「知の探究」の令和5年度
発表会が行われ、各学年の最優秀作品が決まった。

３年最優秀グループ発表の様子
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吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
部
は
、
各
種
大
会
や
、
年
２
回
の
演
奏
会
に
向
け
て
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文
武
両
道
を
実
現
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
部
活
動
の
時
間

の
中
で
最
大
限
の
効
果
を
出
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
部
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
全
員
で
目
指
す
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
全
員
で
そ
の
目
標
に
向
か
う
た
め
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
毎
週
の
目
標

を
定
め
音
楽
室
内
に
掲
示
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
部
活
動
の
冒
頭
に
全
員
で
行
う
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
練
習
効
率
が
向
上
し
、
全
員
で
活
動
す
る
時
間
を
作
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
偏
り
が
ち
だ
っ
た
練
習
に
対
す
る
意
識
を
部
内
で
統
一
し
や

す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
切
り
替
え
と
集
中
を
意
識
し
て
行
う
短
期
集
中
型

の
練
習
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
成
果
を
出
す

だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
受
験
勉
強
に
も

役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
第
70
回
記
念
定
期
演
奏
会
を
あ

き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
大
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
本
校
吹
奏
楽
部
O
B
の

テ
ュ
ー
バ
奏
者
で
あ
る
柳
生
和
大
氏
を
ゲ

ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
、
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
司
会
に
は
本

校
出
身
の
A
B
S
秋
田
放
送
の
賀
内
隆
弘

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
お
迎
え
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
に
は

ホ
ワ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

新
た
な
形
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
活
動
の
様
子

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

〔
3
年 

部
長　

山
上 

陽ひ

香か

理り

〕

�

卓
球
部

　

卓
球
部
は
、「
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８
」

を
目
標
に
、
卓
球
の
本

質
を
理
解
し
な
が
ら
理

に
か
な
っ
た
練
習
を

日
々
心
が
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
レ
ベ
ル
の
選
手

に
勝
つ
た
め
に
は
点
数

を
取
る
確
率
が
最
も
高

い
プ
レ
ー
を
し
続
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
パ
ワ
ー
や

ス
ピ
ー
ド
の
面
で
勝
ち

に
行
く
の
で
は
な
く

コ
ー
ス
取
り
や
回
転
の

緩
急
を
う
ま
く
利
用
す

る
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で

個
性
を
生
か
す
卓
球
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
全
県
新
人
優
勝
や
東
北
選
抜
４
位
、
全
国
選
抜
出
場

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
県
総
体
で
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
先
輩
方
に
は
悔
し
い
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
抑
え
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う

内
容
を
よ
く
考
え
て
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
監
督
や
コ
ー
チ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
頑
張
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
を
当
た
り

前
と
思
わ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�
〔
3
年 

主
将　

野
村 

順じ
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